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                           目指す児童像 

○健康で明るい子（たくましく） 

○進んで学ぶ子（かしこく） 

○心の豊かな子（なかよく） 

チャレンジ（挑戦）する学校 
               令和７年１１月１９日発行  校長 髙山 靖子 

 

子どもたちの学びは学校の中だけで完結するものではありません。子どもたちが日々の生活

で出会う大人、地域で営まれている仕事や活動、人と人との温かなつながり…そうした「地域の

力」と出会い、対話することが、子どもたちの学びと成長を豊かにしてくれています。本校が大切

にしている「対話的な学び」は、地域の方々との交流の中でも育まれていくものです。 

  地域には、 多様な経験や知識、価値観があふれています。ゲストティーチャーとしてのご協

力、防災学習や福祉講座での交流など、様々な場面で地域の方々が子どもたちの学びに関わ

ってくださっています。実際にその仕事をしている方、長く地域で活動している方、その道の専門

家、そうした方々の言葉は、子どもたちの心にすっと入り、学びに深みを与えてくださいます。「す

ごい！」「なるほど！」という子どもたちの表情を見るたびに「地域の力」の大きさを実感します。 

  また、地域の方々に見守っていただき声をかけていただくことは、子どもたちにとって大きな励

ましになっています。家庭でも学校でもない“第三の温かなまなざし”があり、認めていただける

ことは、子どもたちの安心や自信にもつながります。どうぞこれからも力をお貸しください。 

  今回は、地域の力をお借りして、子どもたちの学びが広がっている活動をご紹介します。 

  
 
 

本校の健康教育推進のために学校保健給食委員会を開催し
ました。学校医・学校歯科医・学校眼科医・学校耳鼻科医・学
校薬剤師・南河内第二中学区養護教諭、PTA 代表の皆様にご
参加いただきました。今年のテーマは「からだ Ｗｅｅｋ期間中に
家庭や地域で取り組めることを考えよう」です。 本校の課題で
ある、視力・姿勢・運動・朝食摂取について、校内で取り組んで
きたものを家庭や地域にも広げて、子どもたちが健康に過ごせ

る取組についてグループ協議を
行いました。 
本校の保健・給食・体育委員会それぞれの代表児童から活動の様

子を報告し、その後のグループ協議も、司会進行・記録は児童が担い、
話合いを進めました。普段の授業でも、プレゼンテーション資料を作成
してそれをもとに発表し意見交換をする学習は行っていますが、今回は
医療の専門家をはじめとする大人の中での話合い活動という応用編
でした。緊張しながらも、貴重な意見交換はよい経験となりました。 

                          
 
 
下野市自然に親しむ会きのこ部会の皆様 

と株式会社北研のご協力で、しいたけ栽培に 
チャレンジしました。様々な「きのこ」について、 
その種類や特徴、しいたけの育て方、収穫方法 
などについて楽しく学びました。 一人で一つの 
菌床を育てるので、毎日わくわくしながら観察 
したり、水をあげたり、収穫を楽しみました。 

 

 

医療の専門家や保護者代表・教職員と児童との話合い活動 

しいたけの菌床づくり（2 年）1０／２ 

◆ 地域のパワー全開！ ぐんと広がる子どもたちの学び ◆ 

 



  
 

 
市安全安心課にご協力いただ

き、５・６年生が防災体験学習を行
いました。災害発生時の避難所を
想定して、テントや仮設トイレの見
学、エアーベッドや段ボールベッド
の組立などを行いました。 
みんなで協力して組み立てた段

ボールベットに交代で寝てみると、
予想以上に、かなり頑丈なことに
驚きの声があがっていました。 

翌日は、地域の消防団のご協力により、ポンプ車で学校のプール
から水を吸い上げ、放水体験を行いました。ホースから吹き出る水は、
強い水圧で勢いよく遠くまで飛びました。 

  また、市上下水道課のご協力で、
給水車からの飲料水の給水体験も行
うことができました。 
  さらに、栃木県防災士会の皆さん 
によるワークショップでは、ビニール袋 
ポンチョや新聞紙スリッパ、段ボールト
イレづくりを行いました。 
 命を守るための備えについて初め 
て知ることばかりでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

５・６年生の家庭科、ミシンを使った 
縫い物の学習に、頼もしい味方の登場！ 
ギオンジャー（学校ボランティア）の 
方々が支援に入ってくださいました。 
 特に５年生は、初めてミシンを触るとい
う児童がほとんどで、つまずく場面もあり
ましたが、大変丁寧に教えてくださったお
かげで、全員がエプロンとトートバッグを
完成させることができました。 

防災体験教室（5・6 年）／PTA 防災体験  １０／１７・１８ 

“お助け戦隊ギオンジャー”によるミシンボランティア（5・6年）10/20.23.28.29 

ふくべ細工体験活動（3年）11/11 手話講座（4 年）11/11 

４日間も本当にお世話になりました。 

秋を見つけに！（１年） 

1 

ふくべ細工としてゆうがおの実を加工で
きるようになるまでには、乾燥させるなど
約３年の時間がかかるそうです。そんな貴
重な素材を、下野市ふくべ振興の会の
皆様が準備してくださり、絵付けを行いま
した。ふくべの球面に絵を描くのは難しさ
がありましたが、丁寧にアドバイスいただ
き、全員完成させることができました。 

市社会福祉協議会の紹介
で手話の講師の方、地域の
手話サークルの皆様をお迎
えし、手話講座が開かれまし
た。指文字で、自分の名前を表
したり、「ありがとう」や「大丈
夫」の手話を教えていただいた
りしました。新たなコミュニケー
ションの手段を知ることができ
ました。 

  １０／２８ 
祇園原公園には秋が 
いっぱいありました！ 
生活科の学習に大活躍の 
場所です。 

  


